
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
上
場
企
業
12
社
の
２
０
２
４
年
４
〜
９
月
期
決
算
が
ま
と
ま
り
、
７
社
が
増
収
営
業
増
益
ま
た

は
黒
字
転
換
と
な
っ
た
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
パ
イ
ル
の
需
要
が
低
迷
す
る
な
か
で
競
争
が
激
し
く
な
っ
て
お
り
、
パ
イ
ル

メ
ー
カ
ー
各
社
の
業
績
は
明
暗
が
分
か
れ
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
原
材
料
費
高
騰
や
輸
送
費
上
昇
に
対
す
る

価
格
転
嫁
が
進
み
、
収
益
改
善
が
進
み
つ
つ
あ
る
。
一
方
で
、
３
社
が
営
業
減
益
、
２
社
が
営
業
赤
字
を
計
上
し
た
。

ア
ジ
ア
パ
イ
ル
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス
は
、
ベ
ト
ナ
ム
で

の
事
業
で
増
収
と
な
っ
た
も

の
の
国
内
事
業
で
の
売
り
上

げ
減
が
響
い
て
減
収
営
業
減

益
と
な
っ
た
。
ミ
ャ
ン
マ
ー

で
の
経
済
活
動
の
停
滞
に
よ

り
同
国
の
事
業
子
会
社
で
あ

る
Ｖ
Ｊ
Ｐ
社
の
事
業
活
動
は

ほ
ぼ
停
止
し
た
状
況
が
続
い

て
い
る
。

国
内
事
業
で
は
事
業
基
盤

の
強
化
を
図
る
た
め
、
大
径

・
大
規
模
工
事
へ
の
シ
フ
ト

を
推
進
し
て
い
る
。
着
工
が

期
待
さ
れ
て
い
た
超
大
型
工

事
の
遅
延
に
加
え
て
、
そ
の

他
の
大
型
工
事
で
も
時
間
外

労
働
の
上
限
規
制
な
ど
を
背

景
と
し
た
着
工
調
整
が
続
い

た
こ
と
か
ら
売
り
上
げ
は
減

少
。
受
注
競
争
も
激
化
し
て

い
る
こ
と
か
ら
収
益
性
も
低

下
し
つ
つ
あ
る
と
い
う
。

三
谷
セ
キ
サ
ン
は
主
力
の

コ
ン
ク
リ
ー
ト
パ
イ
ル
の
売

り
上
げ
増
が
寄
与
し
て
増
収

営
業
増
益
と
な
っ
た
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
関
連

事
業
で
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
パ

イ
ル
の
需
要
が
減
少
し
、
価

格
競
争
も
激
化
す
る
な
か
で

販
売
強
化
と
施
工
効
率
向
上

に
努
め
、
同
事
業
の
売
上
高

は
３
３
８
億
５
０
０
０
万
円

（
前
年
同
期
比
１
・
０
％

増
）、営
業
利
益
は
53
億
１
３

０
０
万
円
（
７
・
５
％
増
）

と
な
っ
て
い
る
。

日
本
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業

は
基
礎
事
業
・
コ
ン
ク
リ
ー

ト
製
品
事
業
と
も
売
り
上
げ

が
伸
び
悩
み
、
減
収
営
業
減

益
と
な
っ
た
。
コ
ン
ク
リ
ー

ト
製
品
事
業
の
う
ち
土
木
製

品
事
業
で
リ
ニ
ア
中
央
新
幹

線
向
け
Ｒ
Ｃ
セ
グ
メ
ン
ト
の

生
産
お
よ
び
検
収
が
堅
調
に

推
移
し
、
売
り
上
げ
を
伸
ば

し
て
い
る
。
一
方
で
ポ
ー
ル

関
連
事
業
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト

ポ
ー
ル
の
全
国
的
な
需
要
減

に
伴
っ
て
、
売
り
上
げ
も
減

少
し
て
い
る
。

日
本
ヒ
ュ
ー
ム
は
基
礎
事

業
・
下
水
道
関
連
事
業
と
も

堅
調
に
推
移
し
、
増
収
と
な

っ
た
。
売
り
上
げ
の
増
加
に

加
え
て
、
基
礎
事
業
で
原
価

高
騰
に
対
す
る
価
格
見
直
し

が
軌
道
に
乗
り
は
じ
め
た
こ

と
や
、
下
水
道
関
連
事
業
で

の
高
付
加
価
値
製
品
の
拡
販

に
よ
り
大
幅
な
増
益
と
な
っ

て
い
る
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
パ
イ
ル
や

ヒ
ュ
ー
ム
管
の
全
国
的
な
需

要
減
の
な
か
で
両
製
品
と
も

受
注
を
伸
ば
し
た
。
下
水
道

関
連
事
業
で
は
高
付
加
価
値

製
品
で
あ
る
「
合
成
鋼
管
」

の
出
荷
が
増
加
し
、
売
り
上

げ
増
加
に
寄
与
し
て
い
る
。

ベ
ル
テ
ク
ス
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
は
、
斜
面
防
災
事
業

の
売
り
上
げ
が
伸
び
悩
ん
だ

も
の
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
事
業

や
パ
イ
ル
事
業
が
堅
調
に
推

移
し
た
こ
と
か
ら
増
収
営
業

増
益
と
な
っ
た
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
事
業
で
は

九
州
地
区
で
雨
水
貯
留
槽
の

大
型
案
件
の
出
荷
が
好
調

で
、
売
り
上
げ
・
営
業
利
益

を
押
し
上
げ
た
。
パ
イ
ル
事

業
で
は
、
23
年
度
か
ら
延
期

さ
れ
て
い
た
継
続
案
件
や
、

期
首
に
予
定
さ
れ
て
い
た
新

規
案
件
が
順
調
に
推
移
し

た
。ジ

オ
ス
タ
ー
は
主
力
の
セ

グ
メ
ン
ト
製
品
の
売
り
上
げ

が
減
少
し
た
も
の
の
、
土
木

製
品
の
売
り
上
げ
増
加
が
寄

与
し
て
増
収
と
な
っ
た
。
セ

グ
メ
ン
ト
製
品
の
利
益
率
低

下
な
ど
に
よ
り
営
業
減
益
と

な
っ
て
い
る
。

同
社
グ
ル
ー
プ
は
、
セ
グ

メ
ン
ト
製
品
の
競
争
が
激
化

す
る
な
か
で
、
大
型
セ
グ
メ

ン
ト
だ
け
で
な
く
中
小
セ
グ

メ
ン
ト
の
受
注
・
生
産
量
の

積
み
増
し
に
加
え
て
、
土
木

製
品
の
受
注
拡
大
や
徹
底
し

た
原
価
低
減
等
の
諸
施
策
を

進
め
る
こ
と
で
、
収
益
力
の

強
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

ヤ
マ
ッ
ク
ス
は
土
木
用
製

品
事
業
・
建
築
用
製
品
事
業

と
も
堅
調
で
、
と
く
に
建
築

用
製
品
事
業
が
大
き
く
売
り

上
げ
を
伸
ば
し
た
こ
と
が
寄

与
し
て
増
収
営
業
増
益
と
な

っ
た
。

土
木
用
製
品
事
業
は
、
大

型
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
の

プ
レ
キ
ャ
ス
ト
化
の
普
及
拡

大
を
推
進
す
べ
く
、
継
続
的

か
つ
意
欲
的
な
営
業
活
動
に

努
め
、
国
や
各
地
方
自
治
体

の
防
災
・
減
災
等
の
国
土
強

靭
化
の
動
き
や
防
衛
関
連
施

設
の
工
事
に
も
対
応
を
図
っ

て
い
る
。

ヤ
マ
ウ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
製

造
・
販
売
事
業
や
水
門
・
堰

の
製
造
・
施
工
・
保
守
事
業

が
堅
調
に
推
移
し
て
増
収
営

業
増
益
と
な
っ
た
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
製
造

・
販
売
事
業
は
、
公
共
投
資

が
耐
震
、
長
寿
命
化
、
老
朽

化
対
策
な
ど
の
既
存
イ
ン
フ

ラ
の
維
持
管
理
や
防
災
・
減

災
対
策
へ
シ
フ
ト
し
て
い
く

な
か
で
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
工

事
へ
の
対
応
や
高
騰
す
る
資

材
・
原
材
料
な
ど
の
販
売
価

格
へ
の
転
嫁
、
製
造
原
価
お

よ
び
一
般
管
理
費
の
削
減
等

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

日
本
興
業
は
土
木
資
材
事

業
・
景
観
資
材
事
業
・
エ
ク

ス
テ
リ
ア
事
業
と
も
売
り
上

げ
が
伸
び
悩
み
減
収
。
原
材

料
価
格
や
輸
送
コ
ス
ト
高
騰

の
影
響
が
一
部
残
っ
た
こ
と

や
人
的
資
本
へ
の
投
資
強
化

な
ど
に
よ
り
営
業
赤
字
を
計

上
し
た
。

土
木
資
材
事
業
は
道
路
用

製
品
や
貯
留
・
防
災
製
品
は

堅
調
に
推
移
し
た
も
の
の
、

受
注
済
み
の
大
型
工
事
物
件

の
製
品
出
荷
に
中
断
や
遅
延

が
生
じ
た
ほ
か
、
連
結
子
会

社
の
葉
月
工
業
も
工
事
発
注

遅
延
に
よ
り
苦
戦
を
強
い
ら

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
売
り
上

げ
が
減
少
し
た
。

旭
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業

は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
部

門
の
売
り
上
げ
が
増
加
し
た

こ
と
に
よ
り
増
収
営
業
増
益

と
な
っ
た
。
同
社
は
原
価
低

減
活
動
に
継
続
的
に
取
り
組

む
一
方
、
受
注
に
つ
な
げ
る

設
計
織
込
活
動
、
工
期
短
縮

に
資
す
る
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
化

の
提
案
に
販
売
・
設
計
部
門

が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
い
る
。
最
近
で
は
Ｃ
Ｉ
Ｍ

（
３
Ｄ
空
間
モ
デ
ル
、
３
Ｄ

プ
リ
ン
タ
ー
モ
デ
ル
等
の
デ

ジ
タ
ル
技
術
）
の
積
極
的
な

活
用
も
進
め
て
い
る
。

イ
ト
ー
ヨ
ー
ギ
ョ
ー
は
コ

ン
ク
リ
ー
ト
製
品
関
連
事
業

・
建
築
設
備
機
器
関
連
事
業

と
も
堅
調
に
推
移
し
て
増
収

と
な
っ
た
。
売
り
上
げ
増
加

効
果
な
ど
に
よ
り
黒
字
転
換

し
て
い
る
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
関
連

事
業
は
高
付
加
価
値
製
品
で

あ
る
「
ラ
イ
ン
導
水
ブ
ロ
ッ

ク
シ
リ
ー
ズ
」
や
「
ヒ
ュ
ー

ム
セ
プ
タ
ー
」
に
加
え
て
、

バ
イ
コ
ン
マ
ン
ホ
ー
ル
、
バ

イ
コ
ン
台
付
管
も
好
調
に
推

移
し
て
売
り
上
げ
を
伸
ば
し

て
い
る
。

ス
パ
ン
ク
リ
ー
ト
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン
は
連
結
子
会
社

で
あ
っ
た
岩
瀬
プ
レ
キ
ャ
ス

ト
が
24
年
５
月
15
日
付
で
破

産
手
続
開
始
決
定
が
な
さ
れ

た
こ
と
に
伴
っ
て
非
連
結
決

算
に
移
行
し
た
。
主
力
の
ス

パ
ン
ク
リ
ー
ト
事
業
の
出
荷

数
量
の
低
迷
が
続
き
、
売
り

上
げ
が
伸
び
悩
ん
だ
こ
と
で

営
業
赤
字
を
計
上
し
て
い

る
。

全
国
防
草
ブ
ロ
ッ
ク
工
業

会
（
ｊ
Ｗ
Ｂ
Ａ
、
舟
田
詔
文

会
長
）
が
普
及
に
取
り
組
む

「
防
草
ブ
ロ
ッ
ク
」
が
、
首

都
圏
の
首
長
で
構
成
す
る
九

都
県
市
首
脳
会
議
の
２
０
２

４
年
度
「
九
都
県
市
の
き
ら

り
と
光
る
産
業
技
術
」
に
選

定
さ
れ
た
。
10
月
28
日
に
表

彰
式
が
行
わ
れ
、
工
業
会
を

代
表
し
て
神
奈
川
県
支
部
の

岡
村
清
孝
氏
（
岡
村
建
興
社

長
）
が
、
首
脳
会
議
の
座
長

を
務
め
る
熊
谷
俊
人
千
葉
県

知
事
か
ら
表
彰
状
を
授
与
さ

れ
た
。

九
都
県
市
首
脳
会
議
は
、

埼
玉
県
、
千
葉
県
、
東
京

都
、
神
奈
川
県
の
各
知
事
と

横
浜
市
、
川
崎
市
、
千
葉

市
、
さ
い
た
ま
市
、
相
模
原

市
の
市
長
で
構
成
し
て
お

り
、
共
有
す
る
膨
大
な
地
域

活
力
を
生
か
し
、
共
同
し
て

広
域
的
課
題
に
取
り
組
む
目

的
で
活
動
。
10
年
か
ら
「
九

都
県
市
の
き
ら
り
と
光
る
産

業
技
術
表
彰
」
と
し
て
、
九

都
県
市
で
活
躍
さ
れ
る
企
業

と
そ
の
卓
越
し
た
技
術
を
九

都
県
市
共
通
の
財
産
と
し
て

表
彰
し
て
い
る
。
今
回
、
川

崎
市
ブ
ラ
ン
ド
認
定
製
品
技

術
の
な
か
か
ら
、
優
れ
た
技

術
と
し
て
防
草
ブ
ロ
ッ
ク
が

推
薦
を
受
け
た
。

防
草
ブ
ロ
ッ
ク
は
植
物
の

成
長
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
一
つ
で

あ
る
「
重
力
屈
性
」
か
ら
ヒ

ン
ト
を
得
た
製
品
。
植
物
の

成
長
運
動
を
利
用
す
る
こ
と

で
自
ら
成
長
を
抑
制
す
る
構

造
と
な
っ
て
お
り
、
草
刈
り

や
防
草
対
策
工
事
の
コ
ス
ト

削
減
や
省
人
化
・
省
力
化
を

実
現
す
る
。
各
地
区
で
着
実

に
実
績
を
積
み
重
ね
る
と
と

も
に
、
18
年
に
第
２
回
「
イ

ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
大

賞
」
優
秀
賞
、
19
年
に
第
５

回
「
ジ
ャ
パ
ン
・
レ
ジ
リ
エ

ン
ス
・
ア
ワ
ー
ド
２
０
１

９
」
で
最
優
秀
レ
ジ
リ
エ
ン

ス
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、
技

術
的
に
も
高
く
評
価
さ
れ
て

い
る
。

製品メーカー12社
２4年４～９月期

防草ブロック
工 業 会

き
ら
り
と
光
る
産
業
技
術

７７
社社
がが
増増
収収
営営
業業
増増
益益

九
都
県
市
首
脳
会
議
で
表
彰

価
格
転
嫁
で
収
益
改
善
も

全
国
建
築
コ
ン
ク
リ
ー
ト

ブ
ロ
ッ
ク
工
業
会
（
Ｊ
Ｃ
Ｂ

Ａ
、
町
田
憲
昭
会
長
）
は
12

日
、
都
内
・
四
ツ
谷
の
主
婦

会
館
プ
ラ
ザ
エ
フ
で
「
令
和

６
年
度
秋
季
講
習
会
」
を
開

い
た
。
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
）
の
テ
ク
ニ
カ
ル
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
を
務
め
る
北
海

道
建
築
技
術
協
会
（
Ｈ
ｏ
Ｂ

Ｅ
Ａ
）
の
楢
府
龍
雄
氏
と
首

都
圏
エ
ク
ス
テ
リ
ア
協
会

（
Ｍ
Ｅ
Ｘ
）
の
小
林
義
幸
会

長
が
そ
れ
ぞ
れ
、
現
在
進
め

て
い
る
取
り
組
み
を
テ
ー
マ

に
講
演
を
行
っ
た
。

町
田
会
長
は
冒
頭
あ
い
さ

つ
で
「
工
業
会
の
活
動
に
お

け
る
『
一
丁
目
一
番
地
』
は

安
心
・
安
全
だ
が
『
言
う
は

易
し
』
で
、
実
現
に
は
会
員

お
よ
び
関
係
者
の
総
力
を
結

集
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た

国
内
の
ブ
ロ
ッ
ク
市
場
は
縮

小
傾
向
に
あ
る
一
方
、
技
術

力
に
お
い
て
は
材
工
両
面
と

も
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
あ

る
と
自
負
し
て
い
る
。
今
後

は
海
外
に
も
目
を
向
け
、
そ

の
技
術
で
安
全
な
ブ
ロ
ッ
ク

造
の
普
及
に
貢
献
し
て
い
く

べ
き
だ
ろ
う
。
本
日
の
講
演

は
２
件
と
も
、
そ
う
し
た
取

り
組
み
を
進
め
る
う
え
で
役

立
つ
も
の
で
あ
る
た
め
、
ぜ

ひ
と
も
得
ら
れ
た
知
見
を
業

界
の
発
展
に
生
か
し
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
語
っ
た
。

楢
府
氏
は
Ｈ
ｏ
Ｂ
Ｅ
Ａ
が

取
り
組
ん
で
き
た
「
フ
ィ
リ

ピ
ン
に
お
け
る
安
全
な
ブ
ロ

ッ
ク
造
技
術
の
普
及
」
に
つ

い
て
説
明
。
同
国
で
広
く
使

用
さ
れ
て
い
る
空
洞
コ
ン
ク

リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
が
極
め
て

脆
弱
な
も
の
で
あ
り
、
大
型

地
震
の
た
び
に
甚
大
な
被
害

を
被
っ
て
い
る
状
況
に
対
し

て
日
本
の
知
見
や
技
術
を
活

用
、
日
系
企
業
の
展
開
を
支

援
す
る
こ
と
で
安
全
性
を
高

め
る
こ
と
を
目
指
し
た
活
動

の
進
ち
ょ
く
を
報
告
し
た
。

「
２
０
２
３
年
度
は
建
築

規
制
制
度
で
適
用
さ
れ
る
技

術
基
準
と
し
て
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
構
造
技
術
者
研
究
会
と
の

間
で
合
意
し
た
２
編
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
作
成
。
同
国
３

地
域
で
内
容
説
明
の
た
め
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
い
た

う
え
で
、
現
在
は
そ
の
場
で

要
望
の
あ
っ
た
構
造
計
算
用

の
ソ
フ
ト
開
発
や
ブ
ロ
ッ
ク

造
構
造
物
の
建
設
実
務
に
関

す
る
ビ
デ
オ
教
材
の
作
成
を

進
め
て
い
る
」
と
述
べ
た
。

小
林
会
長
は
「
ブ
ロ
ッ
ク

塀
の
信
頼
性
を
高
め
る
た
め

の
取
組
み
〜
こ
れ
ま
で
と
こ

れ
か
ら
〜
」
と
題
し
、
ブ
ロ

ッ
ク
塀
診
断
や
ブ
ロ
ッ
ク
建

築
技
能
士
の
受
験
対
策
講
習

会
お
よ
び
検
定
の
実
施
な
ど

Ｍ
Ｅ
Ｘ
の
事
業
内
容
に
つ
い

て
、
解
説
を
行
っ
た
。

Ｊ Ｃ Ｂ Ａ

秋
季
講
習
会
を
開
催

安
全
性
テ
ー
マ
に
２
講
演

「『
地
震
が
起
き
た
ら
ブ

ロ
ッ
ク
塀
の
陰
に
隠
れ
よ

う
』
を
社
会
全
体
の
合
言

葉
に
し
て
も
ら
う
に
は
材

工
の
垣
根
を
越
え
て
業
界

全
体
が
団
結
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
」
と
話
す
の
は

首
都
圏
エ
ク
ス
テ
リ
ア
協

会
（
Ｍ
Ｅ
Ｘ
）
の
小
林
義

幸
会
長
。
全
国
建
築
コ
ン

ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
工
業

会
（
Ｊ
Ｃ
Ｂ
Ａ
）
の
秋
季

講
習
会
で
講
演
し
た
。

小
林
会
長
は
か
つ
て
ブ

ロ
ッ
ク
・
エ
ク
ス
テ
リ
ア

協
会
で
杉
並
区
内
全
域
の

ブ
ロ
ッ
ク
塀
診
断
を
行
っ

た
際
、
危
険
と
判
断
さ
れ

た
塀
の
多
く
が
予
算
や
施

工
ス
ペ
ー
ス
、
個
人
の
所

有
物
で
あ
る
こ
と
等
の
制

約
に
よ
り
改
修
で
き
な
か

っ
た
こ
と
に
言
及
。
「
そ

の
後
、
相
次
い
だ
大
型
地

震
で
当
時
、
危
険
と
さ
れ

た
塀
が
倒
壊
し
た
こ
と
を

受
け
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
適

切
な
施
工
を
普
及
さ
せ
る

た
め
、
有
志
の
力
を
合
わ

せ
る
Ｍ
Ｅ
Ｘ
を
立
ち
上
げ

た
」
と
説
明
し
た
。

「
災
害
か
ら
命
を
守
る

塀
の
実
現
へ
、
啓
発
や
材

工
両
面
の
品
質
向
上
で
メ

ー
カ
ー
の
皆
様
と
も
力
を

合
わ
せ
て
い
き
た
い
」

業
界
全
体
で
団
結
を「国内セメント需要が落ち込んでいる分

を輸出に振り分ける考えで、とくにフライア
ッシュセメントの輸出を増やす。カーボンニ
ュートラルを背景にアジアを中心に混合セ
メントの需要が高まっており、今年は新たに
スリランカ向け、今月からフィリピン向けの
輸出を開始した。フライアッシュの改質設備
を整え、今後相当量のフライアッシュセメン
トを輸出できる。仮に内需が3000万㌧を切っ
ても輸出で補完できる体制が整った」と強調

するのは、太平洋セメントの田浦良文社長。
13日の2024年度中間決算説明会で語った。
石炭価格の動向、ETSといった環境問題

や人の問題、資源問題など様々な課題を抱
えており、値上げによる収益確保をはじめ先
んじて対策を講じていく考えを示したうえで
防災庁設置準備室発足に触れ「一番レジリ
エンスに貢献するのはセメント会社だ」。

3000万㌧切っても
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Ｍ Ｅ Ｘ
小 林 義 幸 会 長

注）単位：百万円、上段は2024年４～９月期、カッコ内は前年同期比％、▲はマ
イナスまたは損失。下段は2025年３月期予想。※印は単独。

コンクリート製品上場企業12社の2024年4～9月期決算

田浦 良文社長
太平洋セメント

岡村清孝社長（右）と熊谷俊人千葉県知事

町田憲昭会長

（第三種郵便物認可）セ メ ン ト 新 聞２ ０ ２ ４ 年（ 令 和 ６ 年 ）１ １ 月 ２ ５ 日（ 月 曜 日 ）（ ３ ）


